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生涯学習部計画課

都立高校が教科『奉仕』や「キャリア教育」などの体験学習を

進めていくためには、企業や大学、NPOといった学校外の社会資

源を効果的に活用することが不可欠です。そこで東京都教育委員

会は、平成19年度から都立高校側の教育ニーズに基づき、多様な

教育プログラムを提供する役割を担う「都立高校教育支援コーデ

ィネーター事業」を導入しました。ネットワーク協議会として、

教育支援コーディネーターの取組を支援しています。

（主な取組例）○奉仕体験活動のプログラムづくりへのアドバイス

○キャリア教育の社会人講師の紹介、派遣　など

ネットワーク協議会では、校庭の芝生化を通じて、学校と地域

が協働し、子供たちの教育環境を整備する取組を支援しています。

今年10月に、フォーラム「芝生から広がる地域づくり」を、芝

生校庭の練馬区立中村小学校を会場に開催しました。校庭の芝生

化を支える様々な関係者約400名が集い、学校と地域が協働した

先進事例の発表や、校庭芝生の教育的効果、維持・管理の様々な

課題への対応などをめぐる意見交換が行われました。参加者から

は、校庭の芝生化の推進には学校、地域、芝生の専門家等が効果

的に連携・協力する仕組みづくりやネットワークが大切であると

の声が寄せられました。

ネットワーク協議会は、経済教育ＮＰＯと連携し、今年の7月

末、都立高校生約100名を対象に、キャリア教育プログラムの一

つである『ジョブシャドウイング』の機会を提供しました。日本

経済の中枢ともいえる千代田区丸の内のオフィスで働く人たちの

姿を間近に見た都立高校生たちには、「働くこと」と「学ぶこと」

の意味を考える貴重な時間でした。
※「ジョブシャドウイング」とは、一人の生徒が企業社員に半日間シャ
ドウ（影）のごとくついてまわり、社員が仕事をする姿を通して仕事
の厳しさ、仕事に対する責任意識を肌身で体験するプログラムです。

教育支援コーディネーター（名称は地域によって異なります。）

は、学校での教育活動と地域の社会資源とをつなぐ役割りを果た

しています。授業のゲストティーチャーを探したり、職場体験先

との調整をするなど、教員と連携しながら子供たちの教育内容が

より豊かなものになるように活動しています。ネットワーク協議

会はコーディネーターを対象とした研修会を定期的に開催し、情

報交換や授業プログラム案作成のワークショップなどを通して、

各地域での活動が活性化するよう支援しています。

お 問 い 合 わ せ
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都立高校教育支援コーディネーター事業への協力

「校庭の芝生化」推進フォーラム

NPO・企業と連携したキャリア教育プログラムの実施

教育支援コーディネーターのスキルアップ







児童の成長と学習を支える健康教育を進めるため、保健給

食指導部会の取組として、保健指導・食育・体育の3本の柱か

らなる「健康教育年間指導計画」を作成して、全校体制で、体

づくりと基本的な生活習慣の形成を図っています。

効果的な健康教育のためには、保健分野と給食分野におけ

る指導内容を関連させることが必要であるとの考えから、例

えば、PTAの集まりにおいて、養護教諭と学校栄養職員が

一つのテーマで講話をするなどの取組を行っています。

○養護教諭・学校栄養職員との連携

江戸川区立下鎌田小学校の「保健と給食の連携による健康づくり」

近年、食をめぐる社会環境の変化に伴い、偏食や朝食欠食など、子供の食生活にも影響が生じています。生涯にわたる

健康づくりを推進するためには、望ましい食習慣を確立し、健全な食生活を送ることができるようにすることが重要です。

子供の食育は、家庭を中心に行われることが基本ですが、各学校においても、知育・徳育・体育の基礎になる食育の重

要性を十分認識し、積極的に推進していかなければなりません。

この考えから、東京都教育委員会では、平成18年3月に「公立学校における食育に関する検討委員会」を設置し、公立

学校における食育の在り方を検討して、同年7月報告書としてまとめ、平成19年2月には「都立学校における食育の推進

に関する指針」を発表しました。これらの中では、食育の目標や基本方針、学校における食育指導体制などを示していま

す。

１ 食育推進についての考え方

学校における食育は、校長のリーダーシップの下、学校教育全体としての取組の中で推進して行くことが重要であるこ

とから、都内の公立学校全校に、都独自の仕組みである「食育推進チーム」及び「食育リーダー」を置くこととしました。

「食育推進チーム」は、主幹・家庭科教諭・養護教諭・学校栄養職員等によって構成され、各学校の食育推進の中心と

なって「食に関する指導の全体計画」を作成し、円滑な実施に向けた調整等を行うための組織です。「食育リーダー」は、

このチームの中核的役割を担う者として、全体計画作成や授業構築の際の助言等を行います。

現在、平成19年度からの3年計画で、「食育リーダー」に対して「食育推進者養成研修」を実施しています。

なお、栄養教諭については、「食育リーダー」への支援を行うものとして位置付け、平成20年度を目途にモデル地区を

設置して栄養教諭を配置し、その後、計画的に全区市に導入することを予定しています。

２ 公立学校における食育指導体制の整備

｢嫌いな食べ物は、一口は食べてみよう｣「もう

一口食べて体の栄養にしよう」というスローガン

のもと、全校をあげて、食べ残しを減らすための

取組をしています。

また、地域の方々の協力を得て、給食調理時に

出る野菜屑等の生ごみをコンポスト（有機肥料）に

しました。出来た肥料は、学年の花壇や生活科な

どでの野菜菜作りに使用し、収穫した野菜を給食

の食材とするなど資源循環活動を行っています。

○学校給食の取組み
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○食に関する指導の全体計画作成

これまで進めてきた食に関する指導内容を洗い出し、

教科主任が食に関連した単元をピックアップし、学校

栄養職員が「食に関する指導の全体計画」を作成しま

した。

これにより、各教科・領域等における食に関する

指導の位置付けが明確になり、全教職員の共通理解

を図ることができます。例えば、6年家庭科「まか

せてね、今日の食事」のバランスの良い食事の学習

については、理科「体のつくりとはたらき」と保健

「病気と予防」との横断的指導が、児童の意識付け

に効果をあげることなどが分かりました。

取組事例
紹　　介



造形美術展
手芸・家庭展
写真展
放送・映像展
職業・作業展

平成20年1月11日（金）～1月14日（月）
10時～17時（入場は16時30分まで）
ただし14日は11時まで（入場は10時30分まで）

東京芸術劇場　（豊島区西池袋1-8-1）
展示ギャラリー（5階）
展示室1（地階）
展示室2（地階）

東京都庁南塔展望室展示ギャラリー(45階)
都政ギャラリー(議会棟１階)
(新宿区西新宿2-8-1)

平成20年1月30日（水）～2月4日（月）
9時30分～17時30分（入場は17時まで）
ただし30日は13時から、4日は13時30分まで
（入場は13時まで）

書道作品展

平成20年1月27日（日）9時30分～16時
東京芸術劇場　（豊島区西池袋1-8-1）
中ホール

平成20年1月18日（金）10時～16時
北とぴあ　第2研修室　(北区王子1-11-1)
＊児童・生徒の対局を御覧いただくもので、参加はできません。

舞台芸術・演劇祭

将棋大会

部　　門 開　催　日　時 開　催　会　場

都内の特別支援学校に学ぶ児童・生徒が、毎日の授業や部活動の中で熱心に取り組んだ文化活動の成果を発表し
ます。各会場とも入場無料です。ぜひお越しください。

お問い合わせ：指導部管理課　電話03-5320-6832

【通信制教育課程】
通信制の中学校は、戦中・戦後の混乱のために小学校

未修了の方や新制中学校教育を何らかの事情で受けてい

ない方のためのものです。月2回のスクーリングや遠足

などの行事があります。お気軽にお問い合せください。

教育委員会の動き
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平成19年8月から10月までの審議状況をお知らせします。
この間5回の定例会を開催し、議案22件、報告14件、合計36
件について、審議等が行われました。
◆議決された主な議案は次のとおりです。
○平成20年度使用都立高等学校用（都立特別支援学校の高等
部を含む。）教科書の採択について
○平成20年度東京都立高等学校等の第一学年生徒（学生）の
募集人員等について
○平成20年度東京都立特別支援学校高等部等の第一学年生徒
の募集人員について

◆事務局から次の報告を受け、意見交換を行いました。
○平成20年度東京都立高等学校等入学者選抜実施要綱・同細
目について

○平成19年度公私連絡協議会の合意事項について
○ものづくり教育推進検討委員会（最終報告）について
○東京都における栄養教諭の導入について
○「日本の伝統・文化理解教育」の推進状況について
○都学力調査問題に関する足立区教育委員会調査結果報告に
ついて

◎東京都教育委員会委員に竹花豊氏が就任しました。
東京都教育委員会委員の鳥海
委員の後任として、平成19年
10月1日、松下電器産業株式会
社参与の竹花豊氏が東京都教育
委員会委員に就任しました。
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中学校を卒業していない人のために～通信教育課程・夜間学級の中学校　平成20年度生徒募集～

平成19年度東京都特別支援学校 第16回総合文化祭を開催します
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生 徒 募 集

1．対象：都内在住又は在勤で下記条件のいずれか

を満たす方

①尋常小学校か国民学校初等科を修了した方

②現行制度での義務教育未修了で、学齢相当年齢

を超過した方

2．募集：40名

3．選考日：平成20年3月2日

4．申込：平成20年1月8日から2月27日（消印有

効）までに願書を提出

5．お問い合わせ、募集要項の請求

千代田区立神田一橋中学校　通信教育課程

〒101-0003 千代田区一ツ橋2-6-14

TEL03-3265-5961


